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日定決術手 日前術手 日院入 ( 日当術手 ) 日翌院退 後間週１院退

目目目目目
標標標標標

るなに限小最が安不るす対に置処○ るきで解理が点意注の後院退

検検検検検
査査査査査
・・・・・
治治治治治
療療療療療

すまい行を査検図電心
すまい行を血採

すまい行を波音超 すまい行を波音超

食食食食食
事事事事事

ていだたいてべ食りおど段普
んせまいまか

可事食でま時１２
可水飲でま時０

は間時２後術らか朝
すまりなと食飲絶

りおど段普は後院退
んせまいまかていだたいてべ食

いさだくてべ食り通段普 いさだくてべ食り通段普

処処処処処
置置置置置

すましを置処るげ広を口宮子

すまし入挿に内膣をゼーガ

すまし定測を圧血・拍脈・温体

をータニモ図電心①
すまけつ

に前術手②
すましを滴点

たし入挿に内膣③
すまりとを等ゼーガ

すまい行を置処④

らたっわ終が術手⑤
すまり戻へ室病

りあが察診に後間時２⑥
ばれけ無が題問
すまりなと院退

すまりあが察診 すまりあが察診

注注注注注
射射射射射
・・・・・
内内内内内
服服服服服

すま出が薬おの剤生抗 せま済を尿排
すまけつをドンバムーネ・着術手

の剤縮収宮子と剤生抗
）間日４（すま出が薬お

てし服内りよ後食夕
いさだく

行行行行行
動動動動動

がんせまきで浴入は後宅帰
すで可はーワャシ

は間時２てっ戻に室病
すましに静安

んせまきでは浴入

可ーワャシ りおど段普で位日０１後術手
すまれ戻に活生の

説説説説説
明明明明明

すましし渡おをのもの下以
み込申院入・

書意同・
書諾承術手・

すまりあが明説りよ師護看

ずれ忘を書諾承術手、書意同
いさだくてきてっ持に　

を認確のドッベ院入は後置処
）へ係院入（いさ下てし　

多りよ経月（血出、み痛の部腹下い強
救ばれあどな熱発の上以℃８３、）い

いさ下てし診受急

を車動自、クイバ、車転自
んせまきではとこる帰てし転運

いさだくでいなしは活生性

経月（血出、み痛の部腹下い強
熱発の上以℃８３、）い多りよ
いさ下てし診受急救ばれあどな

いさ下でいなしは活生性

経月（血出、み痛の部腹下い強
熱発の上以℃８３、）い多りよ
いさ下てし診受急救ばれあどな

いさ下でいなしは活生性
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に間のでま診受や間夜※
が塊の血やゼーガらか膣
てれ入に袋ルーニビらたで

いさ下てし診受急救

りとをアュキニマ
いさ下てっ切く短は爪

てべすを粧化お、は後院入
いさ下てしと落

でのな要必が静安は後の術手
いさだくり帰おにずせ道り寄

のもくだたいち持お※
パッリス・　　ツーョシ用理生・　

　　　　　ンキプナ・　

ばけ行に調順は経月の次
でいらく日０４～０３後術手

すまりま始

はていつに法妊避
いさ下談相ご

子宮内容除去子宮内容除去子宮内容除去子宮内容除去子宮内容除去術を受けられる術を受けられる術を受けられる術を受けられる術を受けられる
　　　　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　　　　様へ　　　　　　　　　　　　　　　　　様へ

説明医師

京都第一赤十字病院

＊入院に関して心配事がありましたらお申し出ください。
＊この表はおよその経過をお知らせしたものです。種々の都合により、
　予定通りではないこともありますので、予めご承知ください。
＊入院に際してこの用紙を必ずお持ちください。
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○上記説明を受けました　
平成　　年　　月　　日 (本人・家族)


